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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 3 5 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
13 0 1 1 1 1 0 0 1 0 1 1 1 1 0 0
15 * 0 0 7 12 3 4 2 6 16 22 1 0 3 1
19 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
24 * 0 0 3 5 3 5 0 0 3 3 2 6 1 0
29 * 0 4 4 8 0 0 0 1 0 1 2 2 1 0
30 * 0 3 4 7 0 1 2 1 3 4 1 4 1 0
32 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
34 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
36 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 0 0 0
50 0 0 0 1 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 0 0 3 9 0 0 3 1 5 6 2 1 0 1
98 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0
99 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 1 1 0 0 0

0 2 1 3 0
1 11 26 50 8 16 10 9 32 41 11 16 6 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 2 4 0 1 1 3 2 0 1 1 1 0 0 0
5 * 2 4 3 9 0 0 0 0 3 3 7 0 3 0
13 * 2 7 1 2 0 0 3 0 5 5 0 0 0 0
18 * 0 1 2 4 0 0 3 0 1 1 3 1 0 0
23 * 0 0 0 3 0 0 0 1 1 2 4 3 0 0
24 0 0 0 0 0 1 2 1 0 1 1 0 0 0 0
29 0 0 2 1 4 0 0 2 0 3 3 0 2 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 0 1 4 0 3 1 2 3 1 0 1 1 0 0 0
35 * 0 0 2 9 2 2 4 3 5 8 2 3 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 3 4 0
7 22 9 35 5 9 18 5 20 25 18 9 4 0

Team / Coach: 松浦　拓哉 -
合　　　計 44
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0 - -

-
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RATE 31.8%

-

-

25.7% 55.6%
200

0

新城 隆平 2 20

20
原田 祥伍 0

福永 雅刀

22

6 30

大野 巧人 0 4
竹村 蓮 4 20

35

平岡 勇人 7 12

ST MINTO AS

中西 琢斗 1

葛原 海都 4
西岡 信次 8

REBOUND３Ｐ BS

岸本 祐也 12 33

4

立命館大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 二杉　茂
合　　　計 63

今古賀 勇哉 2

200
RATE 9.1% 52.0% 50.0%

永田 祐弥 0
2

谷本 真琴 0 2

佐々木 隆成 9 30
榎本 一輝

1

和中 裕輔 0 4

梶井 涼矢 8 34
吉崎 綾汰 0 1

8
宮脇 良太 0 2
川田 稜介 6 30

8 26

イビス ニヨキゼラ 17 38

安野 洸平 2

中村 翔太 5 9

村野 優人 0 4

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

井上 翔太 6 9

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.15
天理大学開始時間 16:00

会　　場 東和薬品RACTABドーム

2016年度関西学生バスケットボールリーグ戦

天理大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点11 勝ち点9試 合 ＮＯ 174

63 44

敗チーム

立命館大学

男子

戦評
【総括】リーグ戦も終盤を迎え、ここまで安定した強さを誇っている天理大学と、これまでに数々の接戦を制し勢いに
乗っている立命館大学との好カードとなった。序盤は両者一歩も引かない拮抗した展開が続いた。しかし前半終了間
際に天理大がディフェンスから勢いに乗りリードを奪う。そのまま激しいディフェンスで相手に思うようなプレーをさせず、
ロースコアに抑えた天理大学に軍配が上がった。

【第1ピリオド】立命館#5岸本のシュートからゲームが始まる。序盤はお互い、なかなか本来の力が出せずロースコアの
展開が続いた。しかし中盤から天理大#15イ―ヴィがゴール下を支配しリバウンドを稼ぐ。それをなんとか止めたい立命
館だがファウルを使わなければ止められない厳しい状況が続く。後半に入るとお互いに本来の力を取り戻し始め、そこ
からはお互いに点を取り合う拮抗した状況が続いたまま、天理大3点リードの17-14で第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】序盤から天理大がゾーンディフェンスをしかけ、相手のミスを誘い、それを速攻に繋げ得点を重ねていく。
立命館も#2平岡の3Pシュートなどで応戦するが、天理大の強靭なインサイドをなかなか突破することが出来ない。立命
館が攻めあぐねている中、天理大は#15イ―ヴィのダンクシュートをかわきりに得点を重ね、リードをさらに広げた37-23
で前半を折り返した。

【第3ピリオド】なんとか差を縮めたい立命館だが、開始早々トラベリングを取られたり、相手にバスケットカウントを与えた
りと、なかなか前半から続く悪い流れを断ち切ることが出来ない。#5岸本の連続得点などで一度は差を縮めるものの、
それを逆転に繋げる起爆剤にすることができない。そのまま時間だけが過ぎていき、差を少し縮めた47-35の天理大
リードで第3ピリオド終了。

【第4ピリオド】天理大は最初からゾーンディフェンスをしかけ、勝負を決めにかかる。激しいディフェンスからの速攻で6-
0のランに成功したところで、たまらず立命館がタイムアウトを取る。タイムアウト後すぐに立命館#13西岡が3Pシュートを
決めるが、ここまで安定したディフェンスを続けてきた天理大を崩す事が出来ず、そのまま時間だけが過ぎ63-44で天
理大学が貴重な白星をあげた。

主審

関西学生バスケットボール連盟

磯田　恒（大体大）戦評永山　忠利 副審 萩尾　繁治


